
もので， 弁の形状がD形で，弁の外側の縁でγ リ γダへの給気

を支配 し， 内側の縁で排気を支配する。 ピスト ン弁は ピスト γ

形の弁で蒸気圧がつりあっているので‘弁を!lf}Jかすのが容易であ

り ， 今 日の過熱験段l車に一般的に使矧されている。 内侭l給気式

と 外側給気式とがあるが，蒸気の熱およびもれ領失が少なく ，

弁心機パッキンの保安が容易な内側給気式が多く用いられる。

国鉄はもっぱら内側給気式である。複式機関車では憐造が簡単

なため，低I:Eシリ γ ダtこ対する弁を外側給気式にすることが多

い。ピス ト ン弁ーには単式弁 と 復式弁があり (すベり弁ーにも複式

のものがある ) ， m式弁は給気穴が 2 重になっており ， 理論的に

は給気始めにおける蒸気の流入状態がよいわけであるが， 関欽

では比較試験をした結5Ii:， lJí式弁の方がすぐれていることがわ

かった。これはID式弁はm造が復雑であり，蒸気のもれ ・ 冷却

などの銅失がその利点を打消すものと考えられる。ポベット弁

は内燃控控除lに使用しているj下と瀕似の弁でカ プ ロッチ， レ γ ッ

式弁3高値などきわめて少数使用されている。

2 リンク装1出

リ '/!l装置はi苅述のように弁にピス ト ンの!lf}Jきに応じた|某l係

運動を与えるもので，つぎの 3 衝に大別される。

(1) 内側式弁装置 スチープソソ γ式， グー チ式などがあり ，

弁装位が台わくの内側にあり点検に不便なこと，偏心輸を収付

ける事前hのキーみぞかわ秘lの折損を招き易く，摩耗の大なるこ

となど保安上の欠点が多 く ，作J'Ij上も劣るとこ ろがあるので今

日の新製革には月]\，、られない。

(2) 外債l式弁装置 ジョイ 式， ワノレシャート式，ヤング式，

ベーカ 一式などがあり，ジョイ式， ワノレ γ ャート式， ャ γグ式

は円弧みぞのある コ ー ドラソ 1 または1J I1 ì威リ ンクと ， これには

まる心向き俸を有するのでラ ジアル弁装置とも称せられる。こ

れらの式においては装置が車輸の外側に設けられるから，点検

に使で作用上もすぐれている。

(3) ポベット弁によるもの レンツ式， カプロッチ式などが

あり ， カプロツチ式はイタリアの鉄道に一部使用されているも

ので，カムおよびカム軌によってポベット弁を動かし， ν ンツ

式はワノレシャ ー ト式で， ただ弁心僚に設けたみぞによりカムを

上下してポベット弁を動かすものである。

3 ラップ， リ ード，および締切

弁が行程の中央にあるとき，すなわち図 lのように弁と弁堕

の中心が一致し l すベり弁(上)およびピストン弁(下)
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締I:7Jを支配し ， またラップに よ って以紡を生ずるのである。封|

気側に付すラ ップを排気ラ ップあるいは内側ラァプと称し， 負

の場合もあり 2 -3mm 程l立であるが，わが国の滋閥単では

普通これを付けなL 、。

ピス ト γがit点にある場合つぎの行程に移るため弁は蒸気 口

を少し 1m ，、た位置{にいる。この聞きをリ ー ドと称し 3 -6mm 

である。ピスト γが進むにしたがって， 弁は蒸気口の開きを次

第に大きくして全IJ再に達し，つぎに蒸気口の聞きを次第に紡小

ベんおよびリ

し， 全く閉じるときを締切と称し，この ときのピストン位置を

ピス ト ンの全行程に対する割合で表わす。 締切はリンク装砲の

調整によって変えうるが， 普通最大で 75-85 % {'立である。出発

または勾配を上る場合は速度も遅く大きな締切率を使用するが，

速度の上弗に伴なって締切率を縮小して蒸気の膨脹力を幸1 1 m し ，

蒸気を経済的に使月3するのである。普通多く用いられるのは 15

-40 % ぐらいである。

4 先進角

弁はピストンが行程のはじめにあるとき リードだけ給気口を

開L 、ていなければならなし、。すなわちラップ+リ ー ドだけ動い

た位置にある必要がある。スチ ー プンソン式弁装i丘では:fi'-の主I!

!lf}J を!lf}J輸料lに取付 けた偏心輪からJ釆っており ， {j;，i心は クラ ンク

に対し 90。よりラップ+リ ー ドだけ進んだ位置とする。このラ

ップ+リ ードに相当する角を先進1主!とし、う。ワノレシヤ ー ト式で

は先進角に相当する巡革IJをクロスヘッ ドから与えてい る。

5 弁線図

ピスト γ と弁の励{乍の関係を示す線図をいし、， ツォイナー

(Zeuner) 弁線図およびだ内弁線図な どがあり ， 機関車ではだ

内弁線図が用いられる。 だ円弁線図はピスト ソと弁の関係を紡

礁に表わすことができる。ピストン行程を倹軸にとり ， ピスト

γがある位置にある ときの弁の位置， すなわち弁が中央位置か

ら動いた距離を縦の長さで表わし， ピストンの任意の位置にお

ける弁の位置を 2 だ円弁線図(ワノレンャ ー ト 式の場合)

知ることができいlνむトトí1v 'J湯村 前進7- IVギ7
活 fタケ舟

る。図ー2 はワノレ

γγ ー ト式の場

合であり，債総

ABはピストン

の行程， Aおよ

び Bは死点であ

る。またA B を

弁の中央位置 と

し， それより上

方のだ内線まで

の高さは弁が行

程の中央から左

へ動く寸法， 下

方は反対に右へ 恒型

動く寸法である。 一一一一

ラップ (e) お よび蒸気口の版 ( a ) の績の平行線がだ円線と交る

点が蒸気の進入， 全 IJfJ.締切，排気および圧縮を示し， ピスト

γ行程の何%の所で起るかを I列 l僚に知ることができる。

6 各主主リンク装置 各極リソ F装置を図 3 に示す。

(1) スチーブンソン式弁装置 内側式弁装置で前進用および

後進用 2 伯1の偏心を備え，前進斤j偏心のみを作用させるときは

前進アールギヤ ー となり，後進(原心のみを作用させる ときは後

進ア ールギヤ ー となる。その中間においては 2 倒の偏心は合成

巡回Jを弁心俸に与えるもので，そのときの進行方向は主として

作用する偏心にしたがし、， 締切は他方の偏心が関与する程度に

比例してi減少する。中央位置がミッドギヤ ー てうこの場合弁はラ

ップ+リ ー ドだけの運動が与えられる。この裟i置にはi雨心締の

配置によって開放式と交差式がある。開放式ft加i成リン クの中

央にすべり子が近づくにしたがっ てリードを治加し，弁の行程

が減少し締切，排気， 圧縮とも早く行われる。しかるに交差式

においては加滅リソダの中失にすべり子が近づくにしたがって

リ ー ドを減少し， 弁行程および蒸気口の関口が急に滅少し， 締




